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日野市立七生中学校ＰＴＡ会則 

 

第一章 名称および事務所 

第 一 条 この会は、七生中学校ＰＴＡといい、事務所を七生中学校内におく。 

 

第二章 目的および活動 

第 二 条 この会は、教育基本法の精神を尊重し、保護者と教職員が互いに信頼し協力し合って、生徒の 

      健全な成長をはかるとともに、会員の教養を高め、地域社会の教育環境の向上に努力することを 

      目的とする。 

第 三 条 この会は、前条の目的を達成するための次の活動を行う。 

      １．会員相互の教養を高めることにより、よい保護者よい教職員となるように努める。 

      ２．学校ならびに地域の教育的環境の改善充実を図る。 

      ３．生徒の幸福と円満な成長をはかる。 

      ４．その他、この会の目的達成に必要な活動を行う。 

 

第三章 方  針 

第 四 条 この会は、教育を本旨とする団体として活動し、学校ならびに関係方面に意見を具申し、 

      参考資料の提供を行う。ただし、直接に学校の管理や教職員の人事に干渉するものではない。 

 

第四章 会  員 

第 五 条 この会の会員は次の通りである。 

      １．七生中学校に在籍する生徒の保護者またはこれに代わる者。 

      ２．七生中学校に在職する教職員。 

第 六 条 会員はすべて平等の権利と義務を有する。又所定の会費を負担しなくてはならない。 

 

第五章 経  理 

第 七 条 この会の活動に要する経費は、会費・寄付金および、その他の収入によって支弁される。 

第 八 条 この会の会費は、一会員につき月額２００円とする。ただし、事情により運営委員会の承認を 

      得て徴収を減免することができる。 

      ＜ＰＴＡ会費の徴収、返金について＞ 

       転入の場合は月割り計算で徴収し、転出の場合は月割り計算で返金をする。 

       転出者の方は転出が分かった時点で副校長、会計まで連絡を入れる。 

第 九 条 この会の経理は、総会において議決された予算に基づいて行われる。ただし、年度途中において 

      収入額の増減を見通し、活動状況の変更により更正を必要とする場合は、運営委員会の審議承認 

      を受け、全会員に通知し執行される。 

第 十 条 この会の決算は、会計監査を経て総会に報告され承認を得なければならない。 

第 十 一 条 この会の会計年度は、毎年４月１日から始まり、翌年の３月３１日に終わる。 
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第六章 役  員 

第 十 二 条 この会の役員は次の通りである。 

     １．会長   １名（保護者） 

     ２．副会長  ３～４名（保護者２～３名・副校長） 

     ３．書記   ３名（保護者２名・教職員１名） 

     ４．会計   ３名（保護者２名・教職員１名） 

第 十 三 条 役員は会員中より役員選考委員会で選出し、総会の承認を得る。ただし、役員は他の役員・会計 

      監査委員又は常置の委員を兼ねることはできない。 

第 十 四 条 役員の任期は一年とし、再任を妨げない。欠員を補充した場合は前任者の残任期間とする。 

第 十 五 条 会長は次の職務を行う。 

     １．会長はこの会を代表し、会務を統括し総会・委員会および運営委員会を招集し主宰する。 

     ２．会長は役員選考委員会および会計監査委員の集会を除くすべての集会に出席して意見を述べる 

       ことができる。 

第 十 六 条 副会長は会長を補佐し、会長に事故があるときはその職務を代行する。 

第 十 七 条 書記は次の職務を行う。 

     １．総会および運営委員会の議事ならびに、この会の活動に関する重要事項を記録する。 

     ２．記録・通信その他の書類を保管する。 

     ３．会長の指示に従ってこの会の庶務を行う。 

第 十 八 条 会計は次の職務を行う。 

     １．総会が決定した予算に基づいていっさいの会計事務を処理する。 

     ２．総会において会計監査委員の監査を経て決算報告をする。 

     ３．この会の財産を管理する。 

     ４．予算の立案について協力する。 

 

第七章 会計監査委員 

第 十 九 条 この会の経理を監査するため２名の会計監査委員を置く。 

第 二 十 条 会計監査委員は、役員選考委員会において選出し、総会で承認を得る。 

第二十一条 会計監査委員は、必要に応じ、随時会計監査を行うことができる。 

第二十二条 会計監査委員の任期は一年とする。 

 

第八章 役員選考委員会 

第二十三条 役員および会計監査委員の候補者を選出する為に役員選考委員会（以下「選考委員会」という。） 

      を置く。 

第二十四条 役員選考委員の選出および役員選考に関する事項は細則（第三章）で定める。 

第二十五条 選考委員会の委員は、その任務が終了したときに解任される。 

 

第九章 常置委員会 

第二十六条 この会の運営の為、次の委員を選出し、この会の実際活動を行う。 

      （１）学 級 委 員      （２）教職員 委 員 

       選出の方法・任務その他、必要な事項は細則（第四章）で定める。 
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第十章 総  会 

第二十七条 総会は、全会員をもって構成され、この会の最高決議機関である。 

第二十八条 総会は、定期総会および臨時総会とする。 

      １．定期総会は原則として毎年４月に開催する。臨時総会は運営委員会が認めたとき、または、 

        会員の十分の一以上の要求があったとき、委員総会の決議があったとき開催する。 

      ２．総会は会員の過半数（委任状を含む）をもって成立する。 

第二十九条 総会の運営については細則（第一章）に定める。 

 

第十一章 委員総会 

第 三十 条 委員総会は、役員・校長・副校長および常置委員会の委員によって構成され、総会に次ぐ決議 

      機関である。 

第三十一条 委員総会は、会長または運営委員会が必要と認めたときおよび、構成員の四分の一以上の要求が 

      あったときに開催する。 

第三十二条 委員総会の議事は、出席者の過半数で決まる。 

 

第十二章 運営委員会 

第三十三条 運営委員会は、役員・校長・副校長・常置の委員会の正副委員長をもって構成し、任期は次年度 

      総会までとする。 

第三十四条 運営委員会は、総会又は委員総会で議決された事項の具体的推進に関する協議と執行をする。 

第三十五条 運営委員会は、常置の委員会その他の集会より提出された事項（事業計画・予算編成・会則の 

      改正等）審議・調整する。 

第三十六条 運営委員会は、会長が必要と認めたとき、又は、構成員の四分の一以上の要求があったとき開催 

      する。 

第三十七条 運営委員会の議事は、出席者の過半数で決める。 

 

第十三章 常置の委員会および臨時の委員会 

第三十八条 この会の活動を充実し、必要事項の調査研究・立案・執行の為、常置の委員会を置く。 

第三十九条 常置の委員会の構成、委員の任務・その他必要な事項は細則（第四章）で定める。 

第 四 十 条 特別な事項については、必要に応じて臨時委員会を設ける事が出来る。 

      また、臨時委員会について必要な事項は細則で決める。 

 

第十四章 役員と校長および副校長 

第四十一条 校長および副校長は、学校管理並びに教育上、本会のすべての会に出席して意見を述べることが 

      できる。また、会長以外の役員は会長の指示に基づき、すべての会に出席して意見を述べること 

      ができる。 

第十五章 細  則 

第四十二条 この会の運営に関して必要な細則は、この会則に反しない限りにおいて運営委員会でこれを定め、 

      改廃することが出来る。 

第十六章 改  正 

第四十三条 この会則は、総会において出席者の三分の二以上の賛成により改正することができる。 
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会の運営に関する細則 
平成２７年４月４日 一部修正 

平成３０年５月１２日 一部追記 

第一章 総  会 

第 一 条 総会は会長が招集し、そのつど別に議長を選出し運営する。 

     議決は、出席者の過半数の同意を必要とする。 

第 二 条 総会において討議すべき事項は次の通りとする。 

     １．会務の報告    ２．決算の報告と承認    ３．役員と会計監査の承認 

     ２．年度計画と予算の決定   ５．会則の改正   ６．その他、重要事項の決定 

  

第二章 役員・会計監査委員の選出 

第 三 条 役員および会計監査委員の選出は、選考委員会が選出する。 

第 四 条 役員、会計監査委員の候補者は、推薦される時点で会員であることとする。 

 

第三章 選考委員会の構成・任務と委員の選出 

第 五 条 選考委員会の構成ならびに委員の選出は次の通りとする。 

     １．第一学年及び第二学年の各学級から１名      ２.教職員より２名 

第 六 条 選考委員会は、選考委員の互選により委員長および副委員長を選出し、委員長はこの委員会を招集 

     し、運営に当たる。 

第 七 条 選考委員会は、推薦候補者を選定し、運営委員会および総会において発表し、承認されたときに 

     任務を終わる。 

第 八 条 選考委員が役員、会計監査委員候補者に推薦された場合は、選考委員を辞退することができる。 

     ただし辞退者のでた学級は欠員補充することができる。 

第 九 条 各学級の保護者は、それぞれ互選により各学級から１名の委員を選出する。 

 

第四章 常置委員会の構成・任務と各委員の選出 

第 十 条 この会に次の委員会を置く。 

     １．学年委員会    ２．文化教養委員会 

     ２．広報委員会    ４．校外委員会   ５．スマイル委員会 

第十一条 委員の選出と分属は次の通りとする。 

     １．学級選出委員 

       各学級の保護者は、それぞれ互選により５名の委員を選出する。 

１学年、⒉学年は学年委員会、文化教養委員会、広報委員会、校外委員会、スマイル委員会に

１名ずつ所属する。 

３学年は学年委員会に２名、文化教養委員会、広報委員会、校外委員会、スマイル委員会に 

１名ずつ所属する。 

６組においては互選により２～３名の委員を選出し全員が学年委員会に所属する。 

     ２．教職員委員 

       教職員の互選により５名の委員を選出し、各委員会に１名ずつ所属する。 
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第十二条 各委員会の構成並びに所轄事項は次の通りである。 

     １．学年委員会 

     （１）学年委員会は、各学年および６組に設け、各学級より選出された委員と教職員をもって 

        構成し、各学年および学級活動に協力すると共に、各学年および６組の意向を運営委員会に 

        反映させる。 

     （２）必要に応じて合同学年委員会を開き、学年相互の連絡および学年による共通の活動を計画し 

        実行する。 

     ２．文化教養委員会 

       文化教養委員会は、会員研修と成人教育の企画・開催、地域の教育文化活動への参加・寄与 

       する為の事業と会員の親睦をはかり、学校の教育的環境の整備充実につとめる。 

     ３．広報委員会 

       広報の発行、会務の伝達、その他広報活動を通してＰＴＡの理解を深め、ＰＴＡ活動の推進を 

       はかる。 

     ４．校外委員会 

       各地区内会員相互の連絡と親睦をはかり、七生中地区青少年育成委員会等の活動に参加し、 

       生徒の校外における生活を見守り、不良化の防止等に関する事項を推進する。 

     ５．スマイル委員会 

       PTA 運営、学校行事の運営がスムーズに行われるよう必要とされた活動をスマイルをもって 

       運営する。 

第十三条 委員に欠員を生じたときは、それぞれの選出母体で補充する。 

第十四条 委員の任期は一年とし再任を妨げない。欠員を補充したときは前任者の残任期間とする。 

第十五条 各委員会は、委員の互選により正副委員長をおき、その委員会の運営に当たる。 

 

 

第五章 特別委員会の構成・任務と委員の選出 

第十六条 特別委員会は、運営委員会が必要と認めたとき構成・選出され、その任務終了と共に解任される。 

     また、その組織・活動内容および予算については、その都度、運営委員会で討議決定する。 

第十七条 委員に欠員を生じたときは、それぞれの選出母体で補充する。 

第十八条 各委員会は、委員の互選により正副委員長をおき、その委員会の運営に当たる。 

 

第六章 個人情報の取り扱いについて 

第十九条 個人情報の取得や利用、管理については個人情報保護法に基づいて、日野市立七生中学校ＰＴＡと

して利用目的以外の目的では利用いたしません。 
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付則  

 

七生中ＰＴＡ慶弔規定 
昭和５４年１１月９日 

平成 ６年１１月１４日 一部改正 

平成２０年 ３月 ６日 一部修正 

平成２２年 １月２３日 一部改正 

令和２年 ２月２７日 一部改正 

 

第 一 条 本会の会則第二章の趣旨に基づいて、付則第二条により、慶弔に関する事項を定める。 

 

第 二 条 慶弔の範囲ならびに方法は次のとおりとする。 

    １．弔慰金  

     （１）本会の会員および会員の配偶者死亡のとき   金１０，０００円を贈る。 

     （２）生徒死亡のとき               金１０，０００円を贈る。 

    ２．見舞金 

     （１）会員および生徒が、公務・学校行事・ＰＴＡ行事・登下校における事故により負傷し、 

        ２週間以上の休養加療を要するとき 

                               金３，０００円を贈る。 

     （２）会員の家屋が、全焼・全壊・流失の被害にあったとき 

                               金５，０００円を贈る。 

    ３．お祝い金（全文削除） 

      生徒が、部活動などにおいて都の代表として関東大会以上の大会に出場するとき 

     （１）個人出場の場合は、              金５，０００円を贈る。 

     （２）団体出場の場合は、出場人数により協議の上、 

                      金３０，０００円～５０，０００円を贈る。 

 

第 三 条 この規定の改廃は、運営委員会において協議決定する。 

 

第 四 条 特別の事情があるときは、運営委員会にはかり処理する。 

 

  

 付 則 

   １．本規定は、昭和５４年１１月９日に制定し、即日実施する。 

   ２．会員以外の者が１年以上学校に勤務する者については、本規定を準用する。 
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現行 昭和２２年 ６月 ７日  設立総会で制定 

    〃 ３３年 ４月２６日  一部改正 

    〃 ３８年 ４月２９日    〃   

    〃 ３９年 ４月 １日  全部改正 

    〃 ４７年 ５月 ３日  一部改正 

    〃 ４８年 ５月 ３日    〃  

    〃 ４９年 ５月 ３日    〃  

    〃 ５４年 ５月 ３日    〃  

    〃 ５５年 ５月 ３日    〃  

    〃 ５７年 ５月 ８日    〃  

     〃 ５８年 ５月 ７日    〃  

   平成 ４年 ５月 ９日    〃  

    〃 １３年 ５月１９日     〃  

    〃 １５年 ５月 １日    〃  

    〃 １６年 ４月３０日    〃  

    〃 ２０年 ３月 ６日  一部修正 

    〃 ２２年 １月２３日  一部改正 

    〃 ２５年 ３月 １日  一部改正 

〃 ２６年 ５月１０日  一部改正 

〃 ２７年 ４月 ４日  一部改正 

〃 ３０年 ５月１２日  一部追記 

令和２年 ２月２７日  一部改正 

 

 

 


